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４
月
に
新
元
号
発
表
、
５
月
に
新
天
皇
即
位
と
改
元
で
、
日
本
中
が
沸
き

立
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
も
う
１
つ
、
秋
に
大
き
な
暮
ら
し
の
変
化
が

や
っ
て
き
ま
す
。
１
０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
５
年
半
ぶ
り
の
消
費
増
税

で
す
。
２
０
１
４
年
４
月
に
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
が
、
今
度

は
１
０
％
に
な
り
ま
す
。 

「
以
前
は
消
費
税
の
増
税
が
近
づ
く
と
硬
貨
が
注
目
さ
れ
た
」
と
、
３
月

１
８
日
付
の
読
売
新
聞
首
都
圏
版
朝
刊
コ
ラ
ム
「
編
集
手
帳
」
は
伝
え
て

い
ま
す
。
「
１
９
８
９
年
の
導
入
時
に
は
、
１
円
玉
が
足
り
な
い
と
大
騒

ぎ
に
な
っ
た
」
。
こ
の
と
き
は
３
％
で
し
た
。
本
体
１
０
０
円
の
買
い
物

で
税
込
み
１
０
３
円
を
支
払
っ
た
時
代
で
す
。
そ
し
て
「
１
９
９
７
年
に

５
％
に
上
が
る
時
は
、
店
が
５
円
玉
を
か
き
集
め
た
」
そ
う
で
す
。 

し
か
し
今
回
は
「
小
銭
の
存
在
感
が
薄
い
」
と
、
コ
ラ
ム
氏
は
続
け
て
い

ま
す
。
本
体
１
０
０
円
の
買
い
物
で
税
込
み
１
１
０
円
。
つ
ま
り
支
払
い

が
キ
リ
よ
く
な
る
か
ら
、
１
円
玉
や
５
円
玉
の
出
番
が
少
な
い
と
予
想
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
の
登
場
が
、
小
銭
不
要
の
風
潮
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。
政
府
も
、
中
小
店
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
買
い
物
を
し
た
人
に

ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る
、
と
消
費
税
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
確
か
に
便
利
で
す
が
、
財
布
を
開
い
て
現
金
を
支
払

う
こ
と
の
痛
み
が
な
く
な
り
、
倹
約
意
識
が
薄
れ
る
の
で
は
…
…
と
、
い

さ
さ
か
心
配
に
な
り
ま
す
。 

休業しておりましたショップサイトを再開しました 

ご利用をお待ち申し上げております。 



 

 

 

 

 

日本が誇る世界的巨匠・黒澤明（１９１０－１９９８）は、戦中の

デビュー作「姿三四郎」から数えて生涯にちょうど３０作品を監

督している。時系列でいうと「赤ひげ」までの２３作と「どですか

でん」以降の７作とでは作風が大きく異なっている。「姿三四

郎」（１９４３年）から「赤ひげ」（１９６５年）までの２３作は、ダイ

ナミックかつスピード感にあふれる動的な作風で、２２年かか

っている。そして「どですかでん」（１９７０年）から遺作となった

「まあだだよ」（１９９３年）までの７作は、逆にゆったりとした静

的な作風で、２３年かかっている。つまり監督人生の年月をほ

ぼ２分して、前半と後半とで全く別人のような映画を作ったの

が黒澤だったと言えるのである。 

その点については今までも多くの識者が指摘していたことだ

が、今回それは何故かを改めて考えることになった。柏瀬宏

隆と加藤信の共著「黒澤明の精神病理」（２００２年４月、

星和書店刊。２０１０年１０月に増補版）という興味深い本を読

んだからである。著者の２人、柏瀬宏隆は日本精神神経学会

評議員などを歴任した医学博士、加藤信は日本アルコール・

薬物医学会評議員などを歴任した同じく医学博士（ともに２０

０２年現在）。この精神科医２人が書いた本書は、学術誌に掲

載された論文８編で構成されている。 

筆者たちの主張は、まずこのように始まる。黒澤の作風の変

化のきっかけは１９７１年、６１歳の時に起こした自殺未遂事

件にあるのではないか――という指摘だ。「『どですかでん』の

頃より、黒澤映画およびその作品づくりは次のような明らかな

変貌を遂げている」と書いて、その根拠を掲げる。重要なポイ

ントなので引用する。 

１． それまで１年にほぼ１作品ずつ製作されていたのが、自

殺企図後からはしばらくの間５年ごと１作品にペースがダ

ウンしていること 

２． それまで白黒映画であった作品がすべてカラー作品とな

っていること 

３． ５６歳の時、黒澤プロが映画会社・東宝から完全に独立し

たこと 

４． 作風は面白いストーリー性、娯楽性、躍動性、スリルとサ

スペンス性が影を潜め、いわば動的世界から静的世界へ

と変容してきていること。すなわち、自殺企図前の作品に

は、「酔いどれ天使」「羅生門」「七人の侍」「用心棒」のよ

うに動的で、雄々しく、激しく、ドラマチックな内容の作品

が多いのに対して、自殺企図後の作品には、特に最後の

３作品「夢」「八月の狂詩曲（ラプソディー）」「まあだだよ」

に見られるように逆に静的で絵画的で、穏やかさ、優しさ

が伺えるようになること 

いずれも納得できる指摘であろう。こうした点を取り上げて、

「どですかでん」以降の作風の変化を、年齢からくる創作エネ

ルギーの減退や、三船敏郎という俳優の不在という言葉でくく

ってしまう批評が、これまでにも多く見られた。しかし筆者たち

が違うのは、ここからである。作風の変化の背景に、黒澤のあ

る精神病理があったとする説を展開するのだ。その病理とは

「てんかん」であったというから驚く。他ならぬ黒澤自身が１９７

８年、６８歳の時に書いた自伝「蝦蟇の油――自伝のようなも

の」の中で、自分がてんかん持ちであることを告白している。 

「私（黒澤）の脳の大動脈は、脳血管のレントゲン写真を撮っ

て解ったのだが、異常に屈折している。通常は真直ぐなのだ

そうで、この異常は先天的なもので、真性てんかん症だと診

断された。そういえば、子供の時は、よくひきつけを起こした」 

この記述から筆者たちは、黒澤を側頭葉てんかん、とくにゲシ

ュヴィント症候群と推測する。黒澤の性格や作風が、まさにゲ

シュヴィント症候群の特徴的症状に酷似しているというのだ。

少年時代から見られる負けん気の強さや強情さは、同症候群

の特徴的症状である「情動の過大」に該当し、仕事の完全主

義ぶりや粘着性は「変形過少」、黒澤映画が性を取り上げな

い点は「性的活動の低下」、緊張感あふれる画面は「認知の

強化」、強烈なヒューマニズムは「哲学的関心・道徳主義」、ほ

ぼすべての作品の脚本づくりに参加したり、絵コンテを描いた

りする点は「過剰書字」に該当するという。まさに精神科医らし

い実証的考察がなされている。 

ただし、これ以降は推測の世界に入っていく。自殺未遂事件

以降の作風の変化について、筆者たちはこう書いている。 

「これは、筆者のまったくの憶測であり推測の域を出ないので

あるが、自殺企図後に初めててんかんであることが判明し、

黒澤監督はてんかんの治療を受けることになったのではない

であろうか。（すると、６１歳までは、てんかんをまったく無治療

で過ごしてきたことになる？！）そして、てんかん者としての治

療を受けることによって、以後の作品が穏やかになり、対立と

葛藤の強烈なダイナミズムが失われてしまったのではないで

あろうか。治療を受けることによって、普通人としての平穏な

生活は送れるであろうが、創造性の持つ激しさ、鋭さ、迫力は

削ぎとられてしまったと考えられるのである」 

以上はあくまで筆者たちの推測ではあるが、それなりの説得

力があるように思う。作風の変化を、単に年齢から来るエネル

ギーの減退とするよりも、訴えかけてくるものは強い。著者の

１人、柏瀬は１９９５年から確信を持って「黒澤監督・てんかん

説」を日本病跡学会で発表し続けていた。その当時、黒澤は

まだ存命中だったが、柏瀬自身が主治医でないこと、黒澤自

身が公表したものに基づいて考察していること、クローズドの

学会および学会誌でしか発表していないこと、などから医師

の守秘義務違反という倫理的批判も受けることはなかったと

いう。(こや) 

 


